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それではご覧ください



⼀般社団法⼈プロティアン・キャリア協会
代表理事／法政⼤学教授 ⽥中研之輔

2023年08⽉12⽇

これからのキャリア開発
－最先端のプロティアン知⾒から－



2008年 地域社会学会奨励賞受賞
2016年 法政⼤学ベストティーチャー賞受賞 720⼈中4⼈
2018年 ⽇本の⼈事部 「HRアワード︓書籍部⾨」 ⼊賞
2020年 ⽇本の⼈事部 「HRアワード︓書籍部⾨」 ⼊賞

⼀橋⼤学⼤学院社会学研究科を経て、⽇本学術振興会特別研究員（SPD 東京⼤学） 

 メルボルン⼤学⼤学院政治学研究科 客員研究員（2年）

カリフォルニア⼤学バークレー校社会学研究科 客員研究員（2年）  

法政⼤学教授 博⼠号 専⾨︓キャリア開発
Email: ktanaka76@hosei.ac.jp

⽥中研之輔

【経歴】

【受賞歴】

35社の企業顧問・取締役を歴任
⽇経doors/⽇経U22/Business Insider /NewsPicks/⽇本の⼈事部/毎⽇新聞
「キャリア開発」 「⼈事」 「経営戦略」 「採⽤」 「育成」 関連登壇・研修、年200回以上

キャリア開発論 著書31冊【専⾨・著作】

【登壇・研修】
【連載6本】
【企業顧問】



⽥中研之輔 著書ライブラリー（2002-2022）

組織・集団

都市・社会

⾝体

教育・⽂化

キャリア





プロティアンをより広い層へ→ タナケンTV



【動画】⼈的資本の最⼤化へのキャリアオーナーシップ発信

富⼠通CHRO
平松⽒

パナソニックコネクト
CHRO 新家⽒

三井情報副社⻑
CHRO蒲原⽒



SNS︓ amazon/note/Twitter/NewsPicks/YouTube/Linkedin/Eight



学びから働くトランジッション先での「3つの課題」

ファーストキャリア形成期の「不透明なキャリア展望」

ミドルシニアキャリア形成期の「組織内キャリア依存」

ポストオフ後の「キャリア失墜」とモチベーション低下



https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/dai19/shiryou1.pdf https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230620005/20230620005.

【政府の動向】 キャリア⾃律＝プロティアンキャリアの時代
へ



https://ssl4.eir-parts.net/doc/8585/ir_material_for_fiscal_ym/135941/00.pdf

企業は、学び続ける・挑戦し続ける⼈材を求めている



出発点︓共創×終⾝成⻑こそが「これからの教育」

③ 変化・変⾰を楽しむ︕より良き⼈⽣を、みんなで共創

② 終⾝成⻑を促す教育で⼈的資本の最⼤化を実現

① プロティアン教育が組織の⽣産性と競争⼒を⾼める︕



キャリアとは、⼀⼈ひとりを⼤切にする考え⽅

働き⽅、⽣き⽅をみんなでより良くする

これまでの経験のすべて（ビジネス・ライフの軌跡）であり、
これからを⽣きる羅針盤（＝未来戦略）である。



なぜ今、キャリア開発︖ー社会変化と企業の取り組み

② キャリア形成の「転換」ー伝統的キャリアからキャリア⾃律

① ⼈的資本経営の時代へーキャリア開発の取り組みと効果



https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/assets/career_self-reliance.pdf



なんにでも変⾝できるのです。
⽕になったり、⽔になったり、

蛇になったり、⾺になったり、 

⻯になったり、獅⼦になったり、 

獣にもなった。

そして、⼈にもなった。

『ギリシア神話』

変幻⾃在に姿をかえる神 プロテウス



⾃ら主体的にキャリア形成していく。
キャリア・オーナーシップを持つ働き⽅

プロティアン（変幻⾃在の）キャリア

❶ 組織に囚われるのではなく、 個⼈によって作り出されるキャリア
❷ 外的に決められる成功の基準ではなく、⼼理的成功感を⾼める

 キャリア



出典︓NewsPicks ⽥中研之輔 解説「今、再評価されるプロティアン・キャリアとは」（2019）  
https://newspicks.com/news/3607208/body/?ref=user_3644856

組織は地⾯のようなもの
個⼈の求める場を提供する

これまでのキャリア

キャリアとは１つの組織で
昇進するための“尺度”だった
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⼈的資源から⼈的資本へ

https://udemy.benesse.co.jp/training/corporate_training/hcm.html



https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinteki_shihon/pdf/report2.0.pdf

⼈的資本経営への取り組みー組織と個⼈の新たな関係



キャリアオーナーシップ・ダイアローグ



⾃律型⼈材へのキャリア開発で「⼈的資本の最⼤化」を︕

⼤⼿企業のキャリア⾃律の取り組み



項⽬ チェック
1 毎⽇、新聞を読む
2 ⽉に2冊以上、本を読む
3 英語の学習を続けている
4 テクノロジーの変化に関⼼がある
5 国内の社会変化に関⼼がある
6 国外の社会変化に関⼼がある
7 仕事に限らず、新しいことに挑戦している
8 現状の問題から⽬を背けない
9 問題に直⾯すると解決するために⾏動する

10 決めたことを計画的に実⾏する
11 何事も途中で投げ出さず、やり抜く
12 常⽇頃から、複数のプロジェクトに関わっている
13 定期的に参加する(社外)コミュニティが複数ある
14 健康意識が⾼く定期的に運動している
15 ⽣活の質を⾼め、⼼の幸福を感じる友⼈がいる

合計数

プロティアン診断 （2分）



プロティアン診断結果

ビジネスパーソンの3類型 チェック数 プロティアン・キャリア形成の⾏動状態

プロティアン⼈材 １２以上 変幻⾃在に⾃らキャリア形成を⾏い、変化にも対応可

セミプロティアン⼈材 ４〜１１ キャリア形成は⾏っているものの、変化への対応が弱い

ノンプロティアン⼈材 ３以下 現状のキャリア維持にとどまり、変化に対応不可



キャリア形成にも戦略的思考

組織戦略

キャリア戦略

採⽤戦略

⼈事戦略 事業戦略



⾃ら主体的に働くことが、企業を成⻑させる

『日本の人事部 人事白書2020 』（p.303）



引⽤元︓ https://ci.nii.ac.jp/naid/110007598029
論⽂タイトル︓先⾏研究からみたキャリア開発の規範的命題--キャリア開発の問題点を探る
著者名 ︓岡本 英嗣 をもとに ⽥中研之輔が加筆

仕事・キャリアのサイクル 家庭・プライベートのサイクル

⾃⼰成⻑サイクル

キャリア戦略
⽣き⽅働き⽅

https://ci.nii.ac.jp/naid/110007598029


DX

2023年、教育現場で取り組むべき
⼆つのX (=トランスフォーメーション）

CX

＊ここでのCX＝（キャリアトランスフォーメーション）



©⼀般社団法⼈プロティアン・キャリア協会

組織内キャリア
（伝統的キャリア）

環境変化は前提ではない

組織

昇進、権⼒

地位、給料

組織コミットメント
組織と従属関係

組織から尊敬されているか（他⼈からの尊重）
私は何をするべきか（組織認識）

組織で⽣き残ることができるか

⾃律型キャリア
（プロティアン・キャリア）

環境変化することが前提

個⼈

⾃由、成⻑

⼼理的成功

仕事の満⾜感、専⾨性へのコミット
組織とパートナー関係

⾃分を尊敬できるか（⾃尊⼼）
⾃分は何がしたいのか（⾃⼰認識）

⾃分の市場価値

環境変化

キャリアの所有者
（主体）

核となる価値観

成果

態度/関係性

アダプタビリティ
（変化適応⼒）

アイデンティティ
（⾃分らしさ）

伝統的キャリアとプロティアン・キャリア

キャリアの個人化

価値観多様化

ウェルビーイング

日本型ジョブ型

ジョブクラフティング

リスキリング

VUCA時代



https://newspicks.com/news/5313847/body/?ref=search



これからの主体的なキャリア形成の鍵は⼆つ

変化を活かす⼒

変化する環境に対して反応学習
探索と統合⼒，そしてその状況に
適⽤させようとする意欲

「アイデンティティ」 と 「アダプタビリティ」
⾃分らしくある

⾃⼰の欲求や動機，価値
観，興味，能⼒など明確
な⾃⼰イメージや⾃⼰認

識があること



プロティアンキャリアの「強み」

キャリア棚卸し→ 過去分析

キャリアトランジッション→「点」の分析

経営戦略と⼈事戦略との「タイムラグ」

キャリア戦略→ 未来構想

キャリア資本論

新⼈材戦略



プロティアンと連接するテーマ群 （⼀例）

リーダーシップ

モチベーション

ダイバーシティ

エンゲージメント

フィードバック

ウェルビーイング



プロティアンキャリア術

「強み」を戦略的かつ徹底的に磨く

キャリア・レバレッジへの中⻑期・分散型の⾃⼰投資

⾃⼰を⾏動変容させ、関わりあう⼈・組織をキャリア開発する



今必要なのは、3つの戦略策定

経営戦略

事業戦略

キャリア戦略

キャリアブレーキの特定

キャリアアクセルの向上



1976 1996 2001 2019

現代版プロティアンへの理論的変遷（1976-2019）



項目名
ダグラス・ホール教授 （1976年）
「プロティアン・キャリア」

田中研之輔 （2019年）
現代版プロティアン・キャリア

心理的成功 〇 継承

アイデンティティ 〇 継承

アダプタビリティ 〇 継承

キャリア資本論 － 〇（提唱）

戦略的視点 ー 〇（提唱）

キャリア開発
実践手法

ー 〇（提唱）

従来の「プロティアン・キャリア」と現代版の「プロティアン・キャリア」

1940年⽣まれ



Protean Careers at Work: Self-Direction and Values Orientation in Psychological Success   April 2018
Annual Review of Organizational Psychology and Organizational Behavior 5(1)

「プロティアン・キャリア理論」の最新世界動向ー注⽬と伝播

https://www.researchgate.net/publication/journal/Annual-Review-of-Organizational-Psychology-and-Organizational-Behavior-2327-0608


フロー体験はスキルとチャレンジが共に⾼い時に起こる。典型的な⾏動は A、すなわち低いチャ レンジと低い
スキルから始まる。もしもその状態が続くと、スキルは向上し、その⾏動に飽きて くる（B）。この時点で、フロー
に⾄るにはチャレンジを⾼めなければならない（C）。このサイクル は DとE を通してより⾼い複雑さのレベル
で繰り返される。優れたフロー活動では、このような サイクルがほとんど無限に続き得る。注：ミハイ・チクセ
ントミハイ著『フロー体験とグッドビ ジネス』（世界思想社）より抜粋

チャレンジ

仕事アウトプットを⾼めるフローの条件

スキル

不安

退屈

フロー

⾼

⾼

A B

C D

E

低

低



個々の⽣産性を⾼める（＝フロー状態）
具体的なアクションを共有してください



プロティアン・キャリアの３つのポイント

キャリアは個⼈と組織のより良き関係を創る

キャリアの成功とは、
個⼈が「⼼理的成功」を味わうこと

キャリアは、いつからでも開発可能

❶

❷

❸



https://newspicks.com/news/3607208/body/?ref=user_3644856

プロティアン・キャリア資本分析へ

無形資産

有形資産

⾃⼰投資

ビジネス資本

社会関係資本

経済資本

資産

負債

純資産

BS



社会関係資本の蓄積項⽬

社会関係資本

ネットワーク

積極性・⾏動⼒
参加の姿勢

互酬性

信頼の感情帰属意識

多様性

価値・規範・⼈⽣の⾒通し



キャリア課題 キャリア戦略 キャリア資本

「プロティアン」×「ビジトレ」アプローチ

キャリア資本
ビジネス資本
社会関係資本
経済資本

貸借対象表

資産
負債
資本

キャリア資本表
無形資産 負債

資本有形資産

プロティアン・キャリア資本表
無形資産

（⽣産性資産）
（活⼒資産）
（変⾝資産）

有形資産

ビジネス資本
（投資）負債

社会関係資本
経済資本



⽥中研之輔・浅井公⼀・宮内正⾂（2020）『ビジトレ：今⽇から始めるミドルシニアのキャリア開発』（⾦⼦書房）

「学び直し」メソッド：ビジトレ 5 原則

❶現状把握の原則

❷⽬標設定の原則

❸適正負荷の原則

❹漸進負荷の原則

❺継続⾏動の原則

現状を把握する
⽬的を設定する
適度の負荷を与える
徐々に強度を⾼める
⽇常的に継続する



これからのキャリア形成 60秒診断︕

チェック項⽬

1. ⾃分の業務以外にも、会社の仕事内容に関⼼がある

2. ⽇頃から「働き⽅」の改善に取り組んでいる

3. 好奇⼼があり、趣味を⼤切にしている

4. 新しいことに挑戦するのが好きだ

5. 他⼈や社会への関⼼度が⾼い

6. 3年後、どうありたいのか、キャリアビジョンが明確だ



これからのキャリア形成 60秒診断 結果

1.⾃分の業務以外にも、会社の仕事内容に関⼼がある 4. 新しいことに挑戦するのが好きだ

2.⽇頃から「働き⽅」の改善に取り組んでいる 5. 他⼈や社会への関⼼度が⾼い

3.好奇⼼があり、趣味を⼤切にしている 6. 3年後、どうありたいのか、キャリアビジョンが明確だ

6点 プロトレ プロフェッショナル・ビジトレ⼈材

3~5点 セミトレ セミプロフェッショナル・ビジトレ⼈材

1~2点 アマトレ アマチュア・ビジトレ⼈材

0点 ノントレ ノン・ビジトレ⼈材



プロティアン⼈材を⽣み出すキャリアドック構想

キャリアコンサルティング

組織内キャリアからプロティアンキャリアへ

開発研修

キャリア論の理解

⽅向性

⼒点

教育⼿法 診断・評価



時代 昭和 平成 令和

時代変遷 伝統的キャリア キャリア ニューキャリア

主体 組織
（Organizational）

個⼈
（Individual）

⾏為者
（Protean）

キャリア 組織内キャリア 組織外キャリア ⾃律的キャリア

理論枠組み 垂直的昇進 バウンダリーレス プロティアン

職 単職 転職 複職

時代特性 成⻑期 停滞期 再活性期

キャリア主体の歴史的変遷 



SDGs

持続的なキャリア形成

SDCs

＊SDCs＝（Sustainable Development Careers）



キャリア=転職、個人のもの、
社内ではタブー、組織への忠

誠

組織コミットメントありきの行
動、言動が求められる

会社が求めている役割を従
順に全うする、上司はキャリ

アに関心なし

今までの
組織カルチャー

行動
規範

キャリア⾃律が組織を伸ばすー⾏動変容へ

行
動

共有された信念
・価値観

組
織
#
$
%
&
'

目に見える

（表面上）

目に見えない

（表面下）

キャリアに対する価値変容が“リスキリングを促す”

主体性・学び・挑戦行動が当
たり前になり、上司もキャリア

開発支援

社員はキャリアに主体性を持
ち、上司はキャリア支援

キャリア課題解決が個人と組
織の相互の成長に繋がると

の共通の価値観

プロティアン思想が目指す組
織カルチャー



スタンス

ポータブルスキル

リテラシー

テクニカルスキル
後
天
的
獲
得
可
能
性

低い

高い

専門技術・専門知識（各業界
や職種、地域に関する特殊

な技術・知識）
◎

ビジネス常識（ビジネスマ
ナー、文章、会計、法務、教

養）
〇

仕事上の根幹スキル
（コミュニケーション/段取り） ◎

仕事に向き合う姿勢
組織内での役割認識 ◎

変化の時代に求められるもの

キャリア開発領域

©一般社団法人プロティアン・キャリア協会

キャリア⾃律







❶キャリア資本の市場・⾃⼰分析
❷キャリア資本の戦略的蓄積
❸キャリア資本の段階的可視化

ニューノーマルで求められるプロティアン・キャリア
組織と個⼈が共に成⻑し続ける術



強みを資産に→⾃⼰投資＋キャリア資本へ

投資時間

経験蓄積

ビジネス資本

社会関係資本

キャリア資産

経済資本⾃⼰投資

キャリア資本



キャリア

経済資本

社会関係資本

キャリア資本

キャリア資本の分配 + 蓄積
© ⽥中研之輔（2018）

ビジネス資本

これからの働くとは、キャリア資本を蓄積していくこと

ジョブスキル

年齢・勤続年数・パフォーマンス・職務経験



キャリア資本戦略 初期キャリア形成期
（⼊社ー30歳）

中期キャリア形成期
（30歳ー45歳）

後期キャリア形成期
（45歳ー70歳）

ビジネス資本

社会関係資本

経済資本

キャリア資本戦略ー中⻑期計画



https://www.researchgate.net/publication/334126801_Addressing_protean_and_boundary-
crossing_working_orientations_turning_point_in_talent_phenomena_management

プロティアンキャリア形成過程の分析図（最新）



プロティアンキャリア・トランスフォーム

⾃らが変化に適合し、進化・深化し続ける

関わりあう⼈へのチェンジ・エージェントとして役割

関わりあう組織や社会へのプロティアンな働きかけ



https://jinjibu.jp/article/detl/attnrept/2735/

終⾝成⻑へのキャリアワーク45本︓プロティアンゼミで検索



教育現場で求められるこれからのキャリア開発

中⻑期でのキャリア戦略で終⾝成⻑

キャリア1on1で共創×組織成⻑



キャリアワークアウト図解

著・⽥中研之輔
『キャリアの悩みを解決する13のシンプルな⽅法

キャリア・ワークアウト』
⽇経BP

“⾃分らしい”
キャリアをつくる

Career  Work o u t



01

03

02

04

プロティアン・キャリアとは

基本姿勢は「悩むより、考える。考えるより、⾏動す
る。」

キャリアの⾏き詰まりから抜け出す⽅法

「キャリア・オーナーシップ」を持ち⾏動しよう

キャリアに⾏き詰まる3つの要因

たったひと⼯夫で⾏き詰まりは防げる

転職するかしないかを⾒極める⽅法

転職は選択肢のひとつに過ぎない

キャリアの⾏き詰まりを防ぐ

主体的かつ変幻⾃在に
キャリアを築いていく考え

⽅
Identity

⾃分の軸
Adaptability

変化適応⼒

⾃分らしさ 変化を楽しむ

⽋かせない2つの要素 1. 業務の作業化
・マンネリ化

2. 他職種・他組織
の羨望化

3. 昇進・昇格の
硬直化

新しい価値観
「キャリアは⾃分で築

く」

他部署の仕事に
かかわる

作業効率化
を⽬指す

ブレーキ
ü きっかけは？
ü 何が問題？

アクセル
ü 解決方法は？
ü どうすれば気持ちが晴れる？

書き
出そう

原因追求よりも、
未来の具体的な

アクションを設定する

今の会社で得られる”資本”を
最⼤限に獲得・活⽤しきった

か？

転職を検討
今の会社で

活躍を目指す

Yes No
⼈脈

スキル

1



01

02 03

キャリア・トランスフォーメーション（CX）
読書で「ビジネスリテラシー」を⾼める

⼈と⾃分を⽐べてしまったら

最初からオリジナリティを⽬指さなくてOK

成⻑をうながす5原則

キャリア計画を⽴てて、実⾏あるのみ

現状を
把握する

STEP1

⽬標を
設定する

STEP2

適度な負荷を
与える

STEP3

徐々に強度を
強める

STEP4

⽇常的に
習慣化する

STEP5

ビジネスリテラシー
ビジネスの知識や理解⼒、
論理的思考⼒などの基礎⼒

読書が最適!!
読書は好奇⼼の芽を

刺激する情報源
⾼める
には…

1. 売れている本を選ぶ
2. 初めてのジャンルから選ぶ

本の選び⽅

→ 未知の世界を楽しむ⼒
が⾝につく

1. ポイントを紙に書き出す
2. 著者に感想を
伝えつもりで読む

3. 売れている理由を考える
（内容・装丁・帯・広告・売
り⽅）

本の読み⽅

→ 他ジャンルの本を
乱読・多読しよう

他⼈ 過去の⾃分

⽐較対象は…
対策!!

憧れの⼈の
⾏動や考え⽅をまねよう

上司 著名⼈ 歴史の⼈

2



01 02 03

副業に
悩んだ

ら

やりたくないことを3つ
紙に書きだす

ワーク

価値観を強化

習慣
1

3
知識やスキル

⽴ち振る舞いなど

キャリア・オーナーシップを持つために
やりたくないことリスト
をつくる

副業にチャレンジ ブレない⾃分を育てる

ストレスを減らして
⽣産性を上げよう

1 2 3
つきあいの
飲み会 ムダな会議 SNS

アウトプットの質に関係ないもの

必要な業務なのか疑問なこと

今の⾃分には必要ない習慣や⾏動

＜リストアップ候補＞

副業のメリットは“資本”の蓄積

⼈⽣100年時代を
⽣き抜く⾃信になる

社会関係資本

⼈脈
⼈間関係など

ビジネス資本

「副業」は
⾃⼰成⻑につながる

消費 投資 ⽣産

資格取得
スキル習得

⽣産する側
へ趣味など

何のために努⼒している
のか

わからない、、、本業

副業

育児
軸がブレブレ

⾃分の意志で
⾏動を選択しよう

習慣
2

プロティアン瞑想

メモ習慣

毎朝3分間の瞑想をおこなう

⾃分の未来の姿を⾔語化し、紙に書
く

ü ⾃分のありたい姿
ü どんな⼈⽣にしたいか

ü 今⽇1⽇なにをする？
ü 何を成し遂げたい？

3
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